
 

 

   

 

 

 

 

【一般質問から】 
今議会では、次のことにつき質問いたしました。 

１ これまで一般質問で提案してきた事項の進捗状況の確認 

２ 市人口の推移について 

 

＝＝＝これまでの一般質問提案事項の進捗状況について＝＝＝＝＝＝＝＝ 
これまでの議員活動の中で一般質問を通じて複数の政策提案を行い、いくつかの実現をなしとげ、また現在その実

現に向け取組んでいる事項があります。 

それらの事項をもう一度一般質問で取上げ、言いっぱなしならないよう、着実な実行を促す意味で以下の点につき

質問いたしました。 

① 放課後子どもプラン 実施の見通しは 

② 砂沼サンビーチ 市民の意見聴取の手段とスケジュールは 

③ 消費生活センター休日開催 実施の見通しは 

④ 多重債務の掘起し マニュアル作成・研修の実施状況は 

 

＝＝＝市の人口の推移について＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００９年６月議会号 

下妻市半谷７７３－３８ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０２９６－４４－６２４４ 

下妻市は総合計画基本構想の中で、当面 

の間、人口４万６千人を維持すると明記 

しています。 

しかし、現実にはすでに人口はこの数字 

を割り込んでしまっています。 

（45,447人 平成 21年 7月集計） 

同構想で平成２９年の将来人口設定は５ 

万人と、４万３千人の２パターンが示さ 

れていますが、５万人というのが希望的 

観測であることはもちろん、４万３千人 

という数値も社会動態を加味しない数値 

であり（人口の推移は、出生と死亡から 

なる増減＝自然動態 と 転入と転出か 

らなる増減＝社会動態から算出される）             （下妻市 HP より 下妻市将来人口の設定） 

近年の人口減の要因は圧倒的に社会動態 

の減少によるものであるから、４万３千人の設定からさらに下回るところで人口が推移しているのが現状ではな

いか？と質問いたしました。 

 

答弁は、平成２９年将来人口４万３千人のパターンで現在人口は推移している認識であるというものでした。 

計画策定時に根拠のない楽観的数値を記載しないこと、そして人口の流出が続いている事実を認識し、今以上の

対策が必要であると指摘しました。 

 

 



 

【砂沼サンビーチ ３年後営業終了方針に反対！！】 
 

サンビーチ施設は県開発公社より下妻市が無償譲渡を受け、現在市がその運営を行っています。 

しかし、そもそもなぜ県開発公社が施設を無償で引き渡したかと言えば、その背景にサンビーチ経営の赤字化があ

ることは否めません（損切りの赤字施設の譲渡を受入れるべきではないとう意見もありました）。 

 

最終的には、向こう３年程営業を行えるだけの補修を公社が行うことを条件の一つに上げ、譲渡を受けました。 

従いましてその間は大規模修繕を行わずに営業を行える見通しですが、関係者の間では大規模修繕の必要性が生じ

た段階（３年後が予想される）で営業を終了しようという考え方が暗黙の了解となっています。 

私は、この考え（経営改善を始めから放棄することに）に反対なのでここで意見を述べます。 

 

まず、当市の切迫した財政状況から、赤字施設を抱えるわけにはいかないと言うのはその通りであると思います。 

ですが、サンビーチの存在によって当市が受ける利益はサンビーチの会計上に表れる金銭的利益だけではありませ

んのでその点の認識が必要です、サンビーチ会計外の金銭的利益として民間駐車場を始め周辺施設・店舗に入場者

が落としていく金銭的利益があります、これは関係する市民の所得となりますし、ということは間接的に市の収入

ともなるわけです、また金銭的利益ではなく市民の福利厚生に資するという福祉上の利益もあります、更には下妻

市の広告塔としての利益もあるでしょう、これらの会計上に表れない全ての利益とサンビーチ存続のデメリット（赤

字の額）を比べて存続の可否を議論しなければならないということを忘れてはなりません。 

 

それでもデメリット（赤字額）の方が大きいとなれば閉鎖もやむをえないですが、それまでに、やるべきこと・出

来ることはすべてやりつくすこと、つまり経営改善の努力を徹底的に行うことが必要であると考えます。 

 

【市民意見聴取手段の実施を求める】 
やるべきことを全てやったと言えるためには、市民への説明を十分に行い、その意見を十分に聴取することも必要

であると考えます。 

具体的には、ワークショップ・公聴会・説明会等の開催やメール等で意見を受け付ける体制を作るべきと考えます。

今現在サンビーチ運営に関し設定されている市民意見聴取の手段はサンビーチ運営委員会（各種市民団体等代表者

からなる）を設置しての協議のみで、広く一般の市民に開かれているとは言えず、市民の意見聴取策が不十分であ

ると考えます。 

 

そこで皆様のご意見を募集いたします、市民協働のまちづくりは市の最優先政策でもあります。 

市民協働推進の機運を盛り上げ、ワークショップ等の開催につなげて行きたいと思います。 

 

サンビーチについてのアンケート・私の意見 
下記ご記入の上 ＦＡＸ送信（又はお電話）にてお申し込みください ＴＥＬ：ＦＡＸ  ０２９６４４６２４４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名：                   連絡先： 

アンケートにお答え下さい 

サンビーチの３年後閉鎖の方針に          賛成            反対 

市民意見聴取手段：ワークショップ等の開催     必要            不必要 

その他ご意見があればお書き下さい 

 

 

 

 

 


